
曜詰飯の貯赦中に於りる硬化現象  

に封すろ含水量の影響  

（繕詰時報第賂智卿卜瞥昭和1り年発表）  

岩  雄  

樺 山 沓 二 郎  

（】1  著者等は襲に繕詰飯の教化現象の過程を退路してこれを数胡勺に記録する方接について研究し、  

これを以て擢語飯の貯液中に於ける硬化現象の研椚膵に其防止法を得やうとする研究の手段に倍  

柑しやうと試みた。叉盆等は変化阻止の作用ある化合物について探究し、可成に敬具あるものを得  

ることに成功したが、其詳細なる戟酎ま別にする。鼓には紹語飯の貯痛申こ於ける硬イヒ現象に対す  

る餌や含水竜の彩執こついて実験した所を報肯したい○  

賓  勝  之  部  

（1） 試験耀詰の製造方法   

次表に記載する含水量の飯を得5ために埠自社を一夜水中こ浸潰し置き、適度に水切り後1－j50（二  

にて60分間薫煮L冷後一一定量の水を加へ、・甜～印つC・にて加温して計算量の水分を悉く吸収せし  

軋攻で8号終に1和瓦宛詰め眉左巻椰様にて煮付据封し、105つC・榊分間の加熱殺菌を施し所  

要の試験膵詰を異遷した0  

鮮 1 襲  

7k蔓在管、攻で姦 吸水処理に於け  
瀬後の凍貴（瓦）る加水一致（瓦）  

田楽上b罷螢  
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（▼2） 貯 蒲 方 法   

権語飯の硬化呪象は其置かれた環境の湿度の彫轡を受けることが天であって 4～50c の冷温に  

貯癒すると4日間の恕過によって既に可なりに硬化するもあであること、及び釘Ocの如き恒高  
（11  

過中に於ては数ヶ月間の貯蔵儀ヰ於ても硬化現像の生起のなかったことについては艶に著者等の報  

告した所である。従って結果を迅速に求めるためには、冷視に置くことが適当である0それ故本試  

験結語を24日間4～60C 寧塩度に保たれた冷歳躇に貯蔵して置いた0   

（吉） 冷温貯轟後に放ける確詰飯の状態   

ヰー¢Ocに卦皇 日間貯赦して匿いた描詰を皇塩に2日間存崖後に開描し、総譜内の飯の状態英紙  
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○甲いて検し、卑鱒観察して些才甲如寧鱒畢牢嘩卑9  

鱒  2  表  

記号l含水景〔％〕l読圧濱力（幻t膨満酎。．。．〕】   鮫   の   状   態  

鼓■※両暦に出るが上野が甚だ淡いため拾孤内に入れト膨潤庶を3．7c．c．とした。  

附 記   

（り 本表中の含水量は実際に瑚足して待た数値である。  
「1つ   

（け） 耽壁潰力は10周測定の平均値である。方法の詳細は著者等の報紆によられたt′。   

（ノ、） 膨潤盛はアルコールにて脱水乾燥した飯紛莱0・5 瓦の膨潤畳である。古津の詳細は前  

記と同棲著者等の報告によられたし。   

（り 加熱後間もない耀話飯の杭堅潰力及膨潤度   

貯轡こよって辞化した強請飯も再び加熱すれば略元の状態に道元されるものと仮定の下に、異遭  

後約100日間窒塩に保存して置いた締語飯（前項に記載の腫詰と同一の飯を以て纏詰とした）を排  

陶点に於て60分間加熱L．、2時間乃至3時間（其問窒掛こ追給却する）放置後に開講L、前項に  

記載と同様杭圧潰力及び膨潤虔について測鬼をなし、また飯こり状態につ1いて官能的観察をもなL、  

次の第き表に記載の如き結果を得た。前項記載の飯と同一の飯を詰めた絆譜であるから、含水量は  

別に測足しなかったが第2表記載のものと等しいものと認める。  

解  3 表  

事   

簗濃塞な3c．c．厨上に極めて淡い暦が存凝L・、略6c．c．に達するが、其の飽い′こ淡い屏であるた掛膨濁度を  

3c．G とするが、併し其上の3c．c．．とは専しきものは考へるべきではない。  

解き衷の膨潤度を一見すれぼ、含水量の少ない髄の膨潤度ほ川00C、（ヨ0分別の加熱（紹は8号  

繕）にも拘はらす密通飯（含水量61％程度）の炊飯楼閣もないものの示す膨潤度（志賀、沢山の  
ヽ1〕  

報昏を重恩）に上昇してゐない。巨打ち合水泡の少いものに於ては1000C、60 分間の再加熱では充  

＿18 －  
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′  

分な澱粉の糊化の行はれなかったことを示すものであるから、別に又 川50C、60分間の再加熱を  

加へ、3乃至4時間の門印こ童洩に追給却し上享同様の試嶺を繰返し第一、と表の結果を得た。  

鮮  4  襲  

竃三・整上！青山現は才しカは甚だ淡い瀞、上智  

の景を活孤内に入れた。‾■F膚；忌避く  

堺組も鮮明である。   

（カ上村はこれも亦比敏的確い。  

垣）喀二博をなしているが上下両替の堺  

魂はぎヤケで払だ賂抹である。   

令∵ホ∵堂（％〕I抗圧波力（瓦J  膨潤度（〔・．■ご．）  

抗埜演力は前表記載の結果と殆んど相避がない。強いて云へぼ趣く僅かに低下した横である。膨  

潤度は上昇したが付合水量の少ない飯に於て発生な糊化が行はれていない。  

試験結果の要約 と 考察  

（1．） ＝著者等は蒸発した梗白米凌一対析妥畳の水中に入れ湯煎上にて 40～さ00C に加温して  

悉く朗要の水を吸収膨潤させて得た含水畳を異にする4橿薫か旗を以て欄語となし、含水量が縫請  

飯の貯燕中に於ける硬化若くは物三郎ヒ学的変化に如何に作用するものであるかを試験した。   

（2） 再加熱鳩詰飯の膨潤塵から判断すると含水量の少ない額は多いものに比倹して加熱によ  

（ご〕 る糊化が困耗である。この婁は礫周氏等が「准粒に加へる水量に依っても、米湖粉の緒移に聾す  
時間は大いに興る。水量の多い程速かである」と云ってゐるのと－一致する。而して本式艶に供託の  

第 1 塵   第  2  園  
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卯 〝 ざク ア♂ β♂  

含水盤（ヌ左〕   

如2図1し）00C・60分間の再加熱城詰飯山坑庄治カ  

と、4〆－60C・にて24・【三1間貯裁改の健誰飯  

の拭圧活力とわ発〃各計水嚢に対する邪擁  

0  

紺J♂ ♂♂ ワβ ♂♂  
合フk蛍 （％）   

紡1図（D・‥ll）い0（∴（・0分間抒加藤；享！間もない砕  

計鮫の抗圧波力他線0  

圧）…4－60C．にて 24 日隠貯裁援の禰御  

飯の洗庄治／川l線。  
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描詰飯は異逸の最初から膨潤度、換言すれば於澱粉の醐化の程度に、多少共、含水量把よって相違  

のあったものと推断する。   

く3） 飯粒の抗贋波力は蒋熟総譜額の示す結果からして、醸諸に興通の当初からして含水量に  

よって神速し、含水量の少ないもの捏、拭堅渡力が大であったことを扱定することが出奔る。この  

番は常識的な定数から判断しても同棲な事が云へる。これは翠に含水量其物の多少から結果せられ  

る競魔演力の楯逮に、含水量の多寡による准澱粉の加熱冊イヒの難易から結果せられる影響が附加せ  

られて生する養鯉把よるものであらう。   

（4） 縫語額の抗贋造力‾は故初から上の故に含水量によって相違あるものであるがト貯蔵中に  

於ける変化、換言すれぼ硬度の上昇畳は含水量の少ないものに於て大であって、含水量の多いもの  
■  

に放ては少ない。そLて76％－の如き高い含水畳のものにぬては．滞加熱品の示す杭埜演力と比較  

して相違のない斯から見て、本式散の冷視貯蔵期間中把殆んど変化しなかったと考へられる。   

佃叉66％の含水量の権請飯フぞけが冷過貯蔵後に於て発汗状態を呈していたことは、物理化学的  

に見て興味ある点である。   

（5） 冷温貯蔵期間中に於ける膨満感の低下の程度も含水量の魅めて高い即ち76％の如きも  

のに於ては甚だ少ないことが本試験結果から認められる。裾って7（1％の高含水景の結語飯は、本  

給組貯蔵試験期間中に於て杭壁潰力には変化を示さないものの如くに見られたが．膨潤度の変化よ  

■ノ  

二≠′  

りして76％の如き高倉水量の貞藩語飯陀於  

ても館米澱粉の逆虎視象が進行するもので  

あることが認められる。唯其進行が極めて  

徐々であるらしい点が注月に値する。   

（6） 以上の実験結果により、或限界  

以上に水分を含有させることによって、或  

程度縫詰飯の硬化二並びに物理化学的変化を‾  

抑制し又は遅滞させ得るらしいことを知つ  

た。而して其限界含水量は梗白水にては  

76％附近であるらしいことも知った。   

本試験k着手するに当って種々御配慮を  

賜はりし日本縫誇統制会証取締役池田故術  

部長並びに沢田故術辣長の両氏に深謝申上  

げる。叉安田菩菓子氏の助力に対して感お  

する0  
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第3図 冷泡貯藤牧に於ける蜂舘鮫の膨潤渡と含  

：水盈との削除。  
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